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１．日本代表団 
氏  名 所  属 

足永靖信 国土交通省国土技術政策総合研究所 

一ノ瀬俊明 国立環境研究所 

平野勇二郎 国立環境研究所 

吉田篤正 大阪府立大学 

大橋唯太 岡山理科大学 

竹林英樹 神戸大学 

大岡龍三 東京大学 

井原智彦 東京大学 

菊本英紀 東京大学 

有馬雄祐 東京大学（大学院生） 

浅輪貴史 東京工業大学 

押尾晴樹 東京工業大学（特別研究員） 

飯塚悟 名古屋大学 

玄英麗 名古屋大学（博士研究員） 

成田健一 日本工業大学 

清田誠良 広島工業大学 

松尾薫 広島大学（大学院生） 

三木勝夫 三木コーティングデザイン事務所 

和田進  ダイキン工業株式会社 

千田彰 ダイキン工業株式会社 

 

２．ヒートアイランド対策に関する国総研の貢献 
国総研は、建築研究所とともに国、自治体のヒートアイランド対策ガイドラインの策定にお

いて技術支援及び研究を実施してきました。主要なものを以下に示します。 

 

国のヒートアイランド対策の技術支援 

・ヒートアイランド現象緩和のための建築設計ガイドライン（国土交通省、平成１６年） 

・ヒートアイランド現象緩和のための建築物総合環境性能評価システム（CASBEE-HI）（国土交

通省、平成１７年） 

・ヒートアイランド現象緩和に向けた都市づくりガイドライン（国土交通省、平成２５年） 

・ヒートアイランド対策ガイドライン（環境省、平成２１年） 

・ヒートアイランド対策ガイドライン改訂版（環境省、平成２５年） 

・環境省環境技術実証事業（ヒートアイランド対策分野）（環境省、平成１６年度～） 

 

自治体のヒートアイランド対策の技術支援 

・ヒートアイランド対策ガイドライン（東京都、平成１７年） 

・横浜市ヒートアイランド対策取組方針（横浜市、平成１８年） 

・千葉県ヒートアイランド対策ガイドライン（千葉県、平成２５年） 

 

研究開発・成果 

 ・都市気候予測システム（UCSS）の開発（平成４～１６年度） 

 ・地球シミュレータによる広域 CFD 解析技術の開発（平成１６～２４年度） 

 ・東京ヒートマップ（平成２１年） 

 ・香港ヒートマップ（平成２５年） 

 ・都市の熱環境対策評価ツール（平成２６年） 

 

※国総研ホームページ（環境・設備基準研究室）をご覧下さい。 

http://www.nilim.go.jp/lab/heg/ 


